
お母さんに聞いてみます。新幹線が来る前の駅前
のことを、知っていると思います。

　上の写真は、昔、本町にあった牛乳加工工場です。今は、こ
の工場はなくなりました。

　お父さんやお母さん、おじいさんやおばあさん、近所の人な
どの身近な人に「昔の木古内」の話について聞いてみましょ
う。

私、おじいさんに「江差町や松前町まで列車に乗
って行くことができた」という話を聞いたことが
あります。もう少しくわしく聞いてみようかな。
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【まちの人に、昔の話を聞いてみよう】

1950（昭和25）年ごろ　雪印の牛乳加工工場

　ワークシート　
ここを
クリック

二次元コードはスキャン
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1930年の木古内の絵地図

【変わってきた私たちのまち】

左側の昔の地図は、絵のようです。場所ごとに、
お店の名前などが書かれていて、そのころ、そこ
にどんな名字の人が住んでいたかがわかります。

　ここでは、「木古内の土地の昔と
今の様子」をくらべてみましょう。
この二つは、木古内川付近の、1930
（昭和5）年ごろの絵地図と、現在の
写真です。

木古内川の形が、今と違っていて、川が海に出る前
に大きく曲がっています。まるで小さい港みたいな
部分があります。
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　昔、木古内川には、海に流れ
こむ手前に小舟を泊める場所が
ありました。右にあるのは、そ
のころの写真です。

　実は、この場所は、大雨のと
きに、水があふれやすく、水害
の原因にもなっていたのです。 大正初期 木古内川河口、小廻船

現在の木古内川付近の様子
出典：Google Maps

第3章　まちの移り変わり

つかむつかむつかむ
まちの様子の移り変わり
について疑問に思ったこ
とを話し合い、学習問題
を作りましょう。
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現在の木古内川付近の様子

第3章　まちの移り変わり

昔の木古内川河口付近の地図 木古内町国民健康保険病院1957年の本町の大火災

今の病院があるあたりには、
木古内川が流れていたのです
ね。土地の使い方に大きな変
化がありました。

　本町を流れていた木古内川は、1957（昭和32）年の大火災
をきっかけに、1959（昭和34）年から2年をかけてうめ立て
られました。うめ立て地には、木古内町国民健康保険病院など
の公共施設も建てられました。

大火災が、川のうめ立てをするきっかけの一つであ
ったということにも、まちの歴史を感じます。

川の流れ方が変わると、まちの形も変わるのではな
いでしょうか。今度、病院に行ったとき、昔の地図
とくらべて、周りの土地の様子を見てみようかな。
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【土地の使われ方の移り変わり】

そうですね。まちは、いろいろな出来事をきっかけ
に、姿を変えてきたのですね。大火災の時の写真も
残っています。

赤いところが病院です
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　木古内町の人口とは、木古内町に住んで
いる人の数のことです。

　上のグラフは100年ぐらいの間に、木古
内町の人口がどう変わったかを１年ごとに
示しています。グラフからわかる人口の変
化や、変化した理由について話し合ってみ
よう。
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【人口の移り変わりのグラフ】

下にある数字は西暦年号で、
これを見ると折れ線上の点が
何年の人口を表しているのか
がわかります。

折れ線が上にあるほど人口が多いのですね。グラ
フの左側に人の数を示す目盛があります。

第3章　まちの移り変わり

まちの人口は、どの
ように変わってきた
のでしょうか。

調べる調べる調べる

言葉

人口

まちや北海道、国な
ど、それぞれの地域に
住んでいる人の人数の
ことです。
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インターネット検索で「木古内
町 人口」で探すと「町の人口と
世帯の推移」というページに木
古内町が作った表が見つかりま
す。一番人口が多かったころ
は、１万３千人以上の人がいた
ようです。

たくさんの人がいたのは、今の木古内と何か違いが
あったのでしょうか。
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多い時には、今の４倍ぐらいの
人が住んでいたのですね。

【昔の人々の様子を知ろう】

人口は一度増え、その後、だんだ
ん、減っています。人口が一番多
かったのは何年なのかな。

1962年　町制20周年記念植樹1950年ごろ　ばん馬競走

　人口が増えていたころの木古内の行事の写真です。

第3章　まちの移り変わり

学びのポイント

それぞれの時期の人口を
くらべてみよう。

人口が増えた理由につい
て話し合ってみよう。

言葉

時期の区分

時期の区分には、明
治・大正・昭和・平
成・令和のように元号
で表す方法と、「江戸
時代」のように時代名
で表す方法がありま
す。
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RESAS 人口推移グラフ

第3章　まちの移り変わり

　なぜ、木古内町では人口が減ってきたのか、理由を調べるた
めに、おじいさんとおばあさんの時代や、お父さんとお母さん
の時代と、今の暮らしの違いをくらべてみよう。

　その人たちが子どものころは、家族の人数は何人だったか、
どこで働いていたか、何歳まで学校に通ったかなど、生活の様
子を聞いて、今の生活とくらべてみましょう。
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よその地域と同様に、木古内では、小学校や中学校
の数が昔より少なくなりました。この副読本の後ろ
にある年表（「木古内のあゆみ」）にも学校をつく
ったことや学校を減らしたことが書かれています。

まちの人が少なくなると、学校の数も変わってくる
のでしょうか？

【人口が多かったときの様子を調べてみよう】

出典： RESAS（人口構成分析）

　まちの人たちの年齢ごとの人口をもとにして、将来のまちの
人口を予想してくれるインターネットのサービスもあります。
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1942（昭和17）年　町制施工記念仮装大会(下町 町内会)

1937年  道路愛護デー
清掃風景（本町）

1937年 道路愛護デー
清掃風景（本町）

1921年　願応寺の祭の
稚児行列（本町）

　木古内の昔の出来事が写真に残されています。時代とともに、
まちの中でさまざまな行事が行われていたことがわかります。

1965(昭和40)年ごろ 釜谷塩竈神社夏祭り 1982(昭和57)年 佐女川神社例大祭

第3章　まちの移り変わり

き こ な い むかし で き ご と し ゃ し ん の こ じ だ い

な か ぎ ょ う じ おこな
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　木古内町には、北海道新幹線や函館につながる道南いさりび
鉄道の駅があることは調べました。実は昔の木古内駅は、松前
や江差につながる鉄道の駅でもあったのです。

　100年近く前の1930（昭和5）年に函館から木古内につなが
る鉄道が開通しました。そのころは、一般の人には自動車は高
価で買えなかったので、多くの人が移動に鉄道を使いました。
その後、1936（昭和11）年に江差線が、1953（昭和28）年
に松前線が開通しました。

松前や江差まで、鉄道が通っていたのですね。今は
もうないのですか？
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今はもう鉄道はありません。自動車を持つ人が増え
るにつれて、鉄道を使う人は減りました。松前線は
1988（昭和63）年に、江差線は2014（平成26）
年に廃止されました。

【道路や鉄道の移り変わり】

鶴岡にあるトロッコ鉄道の線路は、昔の江差線の線
路をそのままの場所で使っているそうです。

木古内駅と 旧江差線と旧松前線
出典：国土地理院地図

1956年ディーゼル列車の開通祝い1930年 国鉄木古内駅
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第3章　まちの移り変わり

調べる調べる調べる
　鉄道にはその後、大きな変化がありま
した。それは、青函トンネルができ、
1988（昭和63）年に海峡線が開業、
2016（平成28）年に北海道新幹線が開
業したことです。このとき、木古内には
新幹線の駅が置かれました。
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木古内駅開業式典

木 古 内 駅 か ら 新 幹 線 に 乗 る
と、直接、仙台駅や東京駅ま
で行くことができますし、新
函館北斗駅のある北斗市にも
行けます。

【北海道新幹線の開業】

まちの人は、より簡単に遠い
場所に行けるようになりまし
た。また、まちの外から来る
人も増えたかもしれません。

木古内駅新幹線ホーム

まちの交通は、どの
ように変わってきた
のでしょうか。

言葉

鉄道

鉄道は、一度に多くの
人を運ぶことができ、
環境にやさしい交通機
関です。

学びのポイント

昔と今で、鉄道やバスの
通っている所は、どのよ
うに変わってきたか地図
でくらべてみよう。

大きな道路や鉄道ができ
て、まちはどのように変
わったのか話し合ってみ
よう。
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